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「郷土にどっぷりつかって 
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三重大学教育学部附属小学校 

助成事業名 

プログラミングによる洪水シミュレーション教材の開

発と実践～水害に負けない街をつくろう～ 



令和 3 年度 学校部門 

優秀成果表彰校 一覧 

令和 4 年 9 月 13 日に開催の「学校部門」評価委員会にて、 

令和 3 年度終了の事業より優秀成果表彰校が 19 校選出されました。 

受賞者の皆様、おめでとうございます。 

助成番号 所属 助成事業名

2021-7111-002 こころの森こども園 七瀬川とふれあおう

2021-7111-007
学校法人いいづな学園こども
の森幼稚園 川遊びからの学びについて

2021-7111-008 ラ・フェリーチェ保育園 年間を通じた川の保育園part2

2021-7111-011
学校法人ろりぽっぷ学園 ろ
りぽっぷ泉中央南園

川ってみんな違うんだね。それぞれの川が持つ特徴を学び
ながら川の不思議さや神秘さに心を動かす

2021-7211-003 岐⾩市⽴⻑森南中学校 河川の水質と水生生物から身近な環境を考える学習

2021-7211-005 北海道苫小牧市⽴澄川小学校
「小糸魚川」の水辺における子ども達の川について学ぶ体
験活動

2021-7211-008
国⽴高等専門学校機構 熊本
高等専門学校

水田灌漑の歴史を題材とした異文化理解教育

2021-7211-009
高知県吾川郡 いの町⽴伊野
南小学校 奥田川の魅力！発見・発信隊

2021-7211-013 帯広市⽴緑丘小学校 身近な河川に関することの研究



令和 3 年度 学校部門 

優秀成果表彰校 一覧 

助成番号 所属 助成事業名

2021-7212-008 中標津町⽴丸山小学校 「みどり川と遊ぼう」プロジェクト

2021-7212-009 岐⾩市⽴⻑良小学校 郷⼟にどっぷりつかって「⻑良の宝」をつかみとる

2021-7212-019 多摩市⽴連光寺小学校 川は⾃然の宝箱 〜わたしたちと多摩川〜

2021-7212-020 気仙沼市⽴面瀬小学校
考えをもち⾏動する児童の育成〜「面瀬川調査隊」の実践
を通して〜

2021-7212-021
北海道教育大学附属釧路小学
校

守ろう，豊かな「釧路の水源」

2021-7212-024 佐伯市⽴昭和中学校 弥生が好きっ！ 〜弥生を学ぶ、弥生を体験しよう〜

2021-7212-027 川崎市⽴上丸子小学校
「多摩川」を題材とした子どもたちの体験学習活動「上丸
子多摩川カリキュラム」の推進

2021-7212-029 帯広市⽴豊成小学校 機関庫の川から学ぶ⾃分達の生活と⾃然環境とのつながり

2021-7221-001 三重大学教育学部附属小学校
プログラミングによる洪水シミュレーション教材の開発と
実践〜水害に負けない街をつくろう〜

2021-7221-002 大阪府⽴⻑尾高等学校 船橋川をもっと知って！
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助成番号 助成事業名 学校名

2021-7111-002 七瀬川とふれあおう こころの森こども園

校長名 徳浦 貞二 担当教諭名 日髙 麻祐子

過去の助成実績  なし

キーワード 環境、幼児の自然認識、防災教育、保育者の支援

対象児童生徒 保育園児（ 5歳児 19名） 

対象河川名 七瀬川 活動場所の指定状況 なし 

年間学習計画（シラバス）における本助成事業の位置づけ

テ ー マ： 七瀬川とふれあいう活動

水のチカラとスガタに触れ、生き物のイノチを支える働きがあることにきづく

ね ら い：砂場での遊びから、様々な体験活動を通して、自然を感じ興味関心を深める。

川にはどのような草花や生き物が生息しているかを知り、川の中に入って遊ぶことで、水の冷たさ、流れの強さ

など、七瀬川そのものの特長を五感で感じる体験を通して、川の存在をより身近なものと感じ、たくさんの生き

物が生息する豊かな自然があることを理解することができる。

評価の観点： ・砂遊びから様々な遊びをすることができたか。

・園庭に集まる虫や草花にきょうみをもてたか。

・友達と協力して遊ぶことが来たか。

七瀬川に対して子ども一人ひとりが、身近な自然環境であることを認識し、川で遊ぶ活動を通して、川に流れる

水の速さや強さ、冷たさを五感を通して感じ取り、そこに生息する生き物の多様さに気付き、川での安全な活動

を理解し、楽しむことができる。

活動時期 ： 砂場遊びについては4月から9月 
川遊びについては、6月から7月 

活動形態
総合的な

学習の時間

教育要綱内容

(環境) 
教育要綱内容

(健康) 
学校行事

その他

（ ）
合計

上記の

活動時間数
時間 時間 時間 時間 ９ 時間 ９ 時間

支援者等（複数記入可）

保護者 外部小学校 外部中学校 外部高校 外部大学 市民団体 専門家等

河川管理者 行政機関（博物館、資料館）等 関係団体（漁協、農協）等 企業 その他

支援概要 

川の活動にあたっては、大分県の自然観察指導員（2 名）の指導の下、保育士 3 名および

園長、NPO法人の会員、大分大学教授が補助を行った。観察活動の支援や事故防止にあたっ

た。

砂場や教室など園内での活動にあたっては、担当保育士のほか主任保育士や複数の保育士

が支援や観察、事故防止にあたった。

活動成果 

発表形態 成果作品 

学級単位 学年単位 学校全体 連絡アプリを活用し、子どもたちの様子

を写真、動画で保護者に配信。 対外発表（ ） 

① 七瀬川とふれあおう 

（大分県） こころの森こども園 
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安全対策に関する課題 

申請段階では近隣にある大野川水系の乙津川にある「水の楽校」を想定していた。しかし、この場所は川筋が

直線的で流れが強く速いので、保育園児にはレベルが高いと判断し、活動場所を七瀬川に変更した。蛇行の激し

い七瀬川は、この場所で洪水が発生していた。この問題解消のため蛇行部分の入り口と出口を直結する改修工

事が行われた。旧の河川の周りを整備し自然公園とした。旧川を生かして親水エリアとし、流れの緩やかな浅い

川とし植物や昆虫魚などの生き物に触れ合うことのできる貴重な場所となっている。子どもの膝まで程の水深

で整備され、休日などでは家族連れがよく利用する安心安全な場所である。 

穏やかで、安全な水辺として整備されているが、降水などの自然が影響する場所であるので川の状況が刻々と

変わる可能性があり、事故が起こる危険性はゼロではない。特に大勢の小さな命を預かる教育機関としての活

動においては、安全確保のためのライフジャケットの着用と、事前に園で着用練習をしておく必要を痛感した。

また、数日前に雨が上流であり、水量が少し増し、川底の様子が少し深い場所などがあり、川底が変化してい

た。指導員の方が事前に点検して頂いているが、万一溺れるような事態に対応した救急用の浮き輪やロープな

どを準備しておくこと、また、子供の持ち物などが流れに流された場合に対する対応を事前に練習しておくこ

とも必要かと考えた。 

活動の成果と今後の課題・展開 

“科学する心”の芽は「発見」「疑問」「興味」「やってみる」「知る」「試行錯誤」「成功」の７つの側面があると

考える。何事も子ども自らが「発見」することが、“科学する心”が育っていく出発点であると考える。その「発見」

から少し掘り下げて「興味」を持つことで、さらに深く学ぶことができると考えてきた。興味を持ったことに、自

分で「やってみる」、自分なりにどの方法が良いのか、この方法なら「成功」できたという「試行錯誤」を重ねて、

そこに楽しさ・難しさ、などを経験していく。科学する心が育つ過程には、このサイクルが必要と考える。今回の

実践は、子どもの興味や発見を大切にして、子どもの気づきに対して保育者は見守ったり、子どもの理解を受け止

めたりしながらの声掛けを行った。子どもたちが自ら不思議に思い、“知りたい”と思ったことを実践に繋げること

ができた。今回の研究を進めていく中で、大人にとっては何気ないと考えられていたことや見過ごしていたことで

も、子どもにとっては大きな発見であるということに大人が驚かされた場面もあった。 

砂場遊びで見るように、川での体験が遊びの中に溶け込み、自然に見えるように、水の流れるルートがストレー

トな人工的なものから、曲線を帯びた湾曲した形に変わってきたことや、お絵かきに見ることができたように、体

験したことの裏付けを図鑑などで調べて、より深く生き物そのものに親しみを感じる絵に代わってきた。また、砂

場に来ている年少の園児に優しく接する姿をみることができた。 

今回の課題としては、保育者間で実践の共有ができていなかった点である。また保護者との連携も取っていきた

い。本園では遠足など子どもたちが体験したことを振り返り、保護者や友人へ情報発信することで体験したことを

まとめ、表現し情報共有する喜びを作るために壁新聞の制作を行ってきた。昨年遠足に行った後に、子どもたちが

遠足についての新聞を作り、保護者が送迎時に見ることができるように廊下に壁新聞として掲示していた。今回の

川遊びでは壁新聞は作ることができなかった。 

最後に、科学する心の芽を育てるためには、保育者も子どもと一緒になって発見を楽しみ、共感していくことが

大切だと考える。小さな発見や疑問から、周囲を巻き込んで子どもの学びとなるような展開ができれば、子どもた

ちの科学する心は育っていく。その小さな発見や疑問を見逃さぬよう、保育者も科学する目を持っていたい。 

活動内容と実施時期（主な活動を２つのみ記入） 

部門 大分類 中分類 小分類 実施時期 

データベースに登録 

する活動分野 
学校部門 教育活動 

体験活動系 川遊び 6月から７月 

体験活動系 砂場遊び 4月から9月 
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助成番号 助成事業名 学校名 

2021-7111-007 川遊びからの学びについて こどもの森幼稚園 

校長名 内田 明子 担当教諭名 宮崎 温 

過去の助成実績 なし  あり〔助成番号： 助成事業名：  〕 

キーワード 「川遊び」「子どものつぶやき」 

対象児童生徒 幼児58名 

対象河川名 浅川 活動場所の指定状況 なし 子どもの水辺 水辺の楽校 

年間学習計画（シラバス）における本助成事業の位置づけ 

テーマ  ： 水遊び～川遊びによる自然体験活動 

ねらい ： ①四季の移ろいや多様な環境と生物に気付く ②不陸地を歩いて体幹を鍛え、健康な心身を育む 

評価の観点： 子どものつぶやきから、子どもの学びを捉える 

活動時期 ： 6～10月 

活動形態 
総合的な 

学習の時間 

各教科学習 

（   ） 

各教科学習 

（   ） 
学校行事 

その他 

（ ） 
合計 

上記の 

活動時間数 
３０時間 時間 時間 時間 時間 時間 

支援者等（複数記入可） 

保護者 外部小学校 外部中学校 外部高校 外部大学 市民団体 専門家等 

河川管理者 行政機関（博物館、資料館）等 関係団体（漁協、農協）等 企業 その他 

支援概要 

河川管理者から河川使用時の注意事項や手続き等について、ご教示頂いた。 

活動成果 

発表形態 成果作品 

学級単位 学年単位 学校全体 

対外発表（ ） 

・豪雨等による水量の変化への対応 

・苔の生えた岩場等での転倒防止 

・岩場についているハチの巣への対応 

活動の成果と今後の課題・展開 

成果 

・地域の身近な浅川ダムの研修を通して、当該職員とのつながりができ、浅川ダムの管理している河川を利用するこ

とが可能となった。当該地の環境は、比較的緩やかな河川のため、小さい子ども達でも安心して遊ぶことが出来た。

また、導入した無線機により、職員間の情報共有がスムーズに行われ、ハチによる危険回避に繋がった。 

・当初予定していた、夏休み明けの鳥居川での川流れ体験が天候不良により行えず、水の流れに身を任せた後の子ど

ものつぶやきが拾えなかったことが残念である。 

課題 

・近年突然の豪雨等での水量増加が話題になっているため、日々天気を確認し、状況に応じて早めに活動を終わらせ

るなどの対応が必要である。 

・ハチの巣が岩と岩の間に数か所出来ていて、子ども達と川遊びする中でヒヤリハットを経験した。 

事前の下見では、危険個所をしっかり把握しておく必要がある。 

活動内容と実施時期（主な活動を２つのみ記入） 

部門 大分類 中分類 小分類 実施時期 

データベースに登録 

する活動分野 
学校部門 教育活動 

体験活動系 川遊び  6～10月頃 

 生物調査系 生き物と関係  6～10月頃 

② 川遊びからの学びについて

（長野県） 学校法人いいづな学園こどもの森幼稚園
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助成番号 助成事業名 学校名

2021-7111-008 年間を通じた川の保育園 part2 ラ・フェリーチェ保育園

校長名 齋藤 隆 担当教諭名 齋藤 隆

過去の助成実績 なし あり〔 助成番号：2020-7111-002 助成事業名：年間を通じた川の保育園 〕 

キーワード 自然体験活動、川の上下流、生物の観察、水遊び

対象児童生徒 保育園（ 年長８名 ）

対象河川名 小貝川、涸沼 活動場所の指定状況 なし 子どもの水辺 水辺の楽校

年間学習計画（シラバス）における本助成事業の位置づけ

テーマ ： 自然体験を通じて豊かな人間性を育む

ねらい  ： 自然の偉大さの中で、互いの尊重や協力など関係の構築や感情・感性を育む。

評価の観点：友達と協力する姿勢・関係性の変容、絵日記や工作の表現からの推察。

活動時期 ： ６月～８月

活動形態
総合的な

学習の時間

各教科学習

（ ）

各教科学習

（ ）
学校行事

その他

（体験活動）
合計

上記の

活動時間数
時間 時間 時間 3 時間 35 時間 38 時間

支援者等（複数記入可）

保護者 外部小学校 
外部

中学

校

外部高校 外部大学 市民団体 専門家等

河川管理者
行政機関（博物館、資料館）

等 
関係団体（漁協、農協）

等
企業 その他

支援概要 
公益財団法人ハーモニィセンターに開催場所の提供および騎馬パトロール（引き馬）の指導

監督を委託。 

活動成果 

発表形態 成果作品 

学級単位 学年単位 学校全体 

対外発表（ ） 

安全対策に関する課題 

乗下船場所が前日の降雨による増水により下見時と大きく異なった。当日準備段階の予測より水位が上昇し、催

行中に対応しなければならなかった。 

活動の成果と今後の課題・展開 

活動の成果 

・一人では困難なことも協力することで解決できることを学び、手を差し伸べる姿が見られた。 

・興味・関心をもち、普段は消極的な子どもも自ら進んで活動していた。 

・観察をしたことで、絵の表現がより細かくなり、色合いにも気を配るようになった。 

今後の課題 

・年間を通してプログラムを展開するにあたり、開催時期とプログラム内容の精査が必要。 

・コロナウィルス感染症の予防と、施設利用制限などを含めた開催判断。 

活動内容と実施時期（主な活動を２つのみ記入） 

部門 大分類 中分類 小分類 実施時期 

データベースに登録 

する活動分野 
学校部門 教育活動 

    体験活動系 川遊び     6  月

    生物調査系 その他     8  月

③ 年間を通じた川の保育園 part2

（茨城県） ラ・フェリーチェ保育園 
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助成番号 助成事業名 学校名

2021‐7111‐011 川ってみんな違うんだね。それぞれの川が持つ特徴

を学びながら川の不思議さや神秘さに心を動かす

ろりぽっぷ泉中央南園

校長名 佐藤 眞弓 担当教諭名 白旗 璃央

過去の助成実績

なし あり〔助成番号：2020-7111-003 
助成事業名：川で学ぶ体験活動を通して感動する心を豊かに育みながら、川の持つ

力や危険性を知り、安全への心を高める事業 

キーワード

対象児童生徒 幼児（年長児11名） 
対象河川名 七北田川

根白石川・広瀬川

活動場所の指定状況 なし 子どもの水辺 水辺の楽校

年間学習計画（シラバス）における本助成事業の位置づけ

テーマ ：川ってみんな違うんだね。それぞれの川が持つ特徴を学びながら川の不思議さや神秘さに心を動かす

ねらい  ： 身近な川での活動を通して、心を揺さぶりながら豊かな感性を育む。

活動時期 ： ４月～翌年3月 

活動形態
総合的な

学習の時間

各教科学習

（   ）

各教科学習

（   ）
学校行事

その他

（ ）
合計

上記の

活動時間数
１０時間 時間 時間 時間 時間 時間

支援者等（複数記入可）

保護者 外部小学校 外部中学校 外部高校 外部大学 市民団体 専門家等

河川管理者 行政機関（博物館、資料館）等 関係団体（漁協、農協）等 企業 その他

支援概要 

活動成果 

発表形態 成果作品 

学級単位 学年単位 学校全体 

対外発表（ ） 

安全対策に関する課題 

・子どもたちが川遊びを行う前にインストラクターとRACリーダーを受けた職員が職員全体に河川研修を行い、川の

安全な遊び方を学習する機会を設けた。また河川活動での事故や予測される子どもたちの行動等、起こりうる危険を

把握し、さまざまなヒヤリハットを元に話し合い、子ども自身が川の危険性を感じ安全な方法を知ることが課題であ

る。 

活動の成果と今後の課題・展開 

・子どもたちは身近にある「七北川」「広瀬川」「根白石川」での遊びを十分に楽しみ、川に親しみを持って活動に参

加する姿が見られた。川や自然に触れ合う中で川に生息する生き物に出会い、発見した喜びを味わい、さらなる川へ

の興味へと繋がっていった。河川活動に取り組む姿を「幼児期の終わりまでに育って欲しい10の姿」と照らし合わせ

ながら、子どもたちの学びや育まれた力を読み取ることができ子ども主体の重要性を感じた。子どもたちが試行錯誤

しながら、じっくりと考えることで考える力が育っている。人と直接関わって力を合わせることや良い関係をつくる

ためにルールを守るなど、対人関係の基本も育まれた。子どもが主体的に「やりたい」と思う気持ちが、さまざまな

力を身に付ける土台になったと思われる。今後の課題は、河川活動を通して育まれた力や能力を小学校教育にも繋げ

ていけるよう、幼保小の連携が重要な課題だと考える。 

活動内容と実施時期（主な活動を２つのみ記入） 

部門 大分類 中分類 小分類 実施時期 

データベースに登録 

する活動分野 
学校部門 教育活動 

系       月

系       月

④ 川ってみんな違うんだね。それぞれの川が持つ特徴を学びながら川の不思議さや神秘さに心を動かす 

（宮城県） ろりぽっぷ泉中央南園 
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助成番号 助成事業名 学校名

2021-7211-003 身近な川の水質と生き物から考える環境学習 岐阜県岐阜市立長森南中学校

校長名 服部 和文 担当教諭名 森野 宏樹

過去の助成実績 なし あり〔助成番号：2021-7211-003助成事業名：身近な川の水質と生き物から考える環境学習〕 

キーワード 教育活動 水生生物 環境

対象児童生徒 中学生（１年１３４名）

対象河川名 木曽川水系 活動場所の指定状況
なし 子どもの水辺 水辺の楽校

年間学習計画（シラバス）における本助成事業の位置づけ

テーマ ： 身近な「水」の環境を通して生き方を考える。

ねらい  ： 身のまわりの水環境に目を向け、生活と水環境のかかわりに気づいたり、情報を発信したりする。

評価の観点： 仲間とともに安全に活動し調査・比較・考察する技能を身につけ、必要な情報を発信できたか。

活動時期 ： 9月、10月、11月、12月、3月 

活動形態
総合的な

学習の時間

各教科学習

（   ）

各教科学習

（   ）
学校行事

その他

（ ）
合計

上記の

活動時間数
２３時間 時間 時間 時間 時間 時間

支援者等（複数記入可）

保護者 外部小学校 外部中学校 外部高校 外部大学 市民団体 専門家等

河川管理者 行政機関（博物館、資料館）等 関係団体（漁協、農協）等 企業 その他

支援概要 

・小林由紀子氏(環境カウンセラー)の監修のもと、岐阜市自然環境課、河川環境楽園自然発見館

の方々を講師としてお招きし、河川環境の汚染状況、水質調査や水生生物調査の仕方を学

び、実際に調査活動をおこなった。 

活動成果 

発表形態 成果作品 

学級単位 学年単位 学校全体 記録をプリントにまとめ、それを利用し

ての発表 対外発表（ ） 

安全対策に関する課題 

・コロナ禍のため様々な活動が延期になり、活動の実施も心配されたが、感染状況がおさまってきた機会を捉えてあ

る程度は実施することができた。残念ながら境川の水質調査は実施できなかった。一昨年度まで郡上研修を主体とし

て長良川水系の河川環境の調査を行ってきたが、今年度よりコロナ禍においても安定的に活動を実施できるという観

点から、学校から距離も近い木曽川水系の河川環境楽園において周辺部の調査および園内の河川を利用して調査活動

を行うこととした。河川環境楽園自然発見館の方々を講師として招き、指導していただいたことにより、園外に出る

活動もあったが、安全面においては事前の下見等が丹念に行われており、十分な安全を確保しながら実施できた。 

活動の成果と今後の課題・展開 

・今年度は生徒会活動として、SDGsについて全校で考える場があった。SDGs17の目標の中でも特に環境に関わる項目

に焦点をあて調べ学習を行う中で、美しい川を維持するためには、循環する地球環境全体に目を向けることが大切

であることに気付かせた。また、実際に木曽川河岸に堆積した様々なゴミの種類や量についても持続可能な社会へ

の取り組みにつながるよう学習を深めた。さらに、生態系への理解を深め、水と人々との暮らしとの関連性にも目

を向けさせ、「つくる責任」「つかう責任」を意識することで、より高度な環境への関心へつなげていきたい。 

・水素自動車や地中熱の学習が延期になったこともあり、学年発表ができなかったが、こどもエコクラブの展示会に

生徒がまとめた新聞等を展示できたのは良かった。来年度は地域に発信していく取り組みも行いたい。 

活動内容と実施時期（主な活動を２つのみ記入） 

部門 大分類 中分類 小分類 実施時期 

データベースに登録 

する活動分野 
学校部門 教育活動 

 生物調査系  生き物と環境    １１   月

地理・現代社会系 電気の供給  ３   月

⑤ 身近な川の水質と生き物から考える環境学習 

（岐阜県） 岐阜県岐阜市立長森南中学校 
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スタートアップ活動報告書

1.助成事業 身近な川の水質と生き物から考える環境学習

学校名 岐阜県岐阜市立長森南中学校 助成番号 2021-7211-003 
2.実施した教科・領域 総合的な学習の時間

3.実施日時 9月～3月 
4.単元目標 身の周りの水環境に目を向け、生活と水環境の関わりに気づき、環境のために自分

のできることを考える。

5.学年 人数 中学校1年 １３４人 
6.実施場所 木曽川水系 河川環境楽園、学校周辺、教室、体育館、家庭

活動指導報告実施内容  第 １学年  総合的な学習の時間  全２３時 

第
１
次 

学習活動 水とわたしたち ９時間

オリエンテーション １

水の重要な役割を知る ２

身近な水（木曽川水系）の環境調査 ３～７「川の活動」

木曽川水系の水辺の生き物の調査をまとめる ８～９

「川の活動」

第
２
次 

学習活動 エネルギーとわたしたち ４時間

地球の今ある環境問題について知る １０

身の周りで使っているエネルギーについて

調べ方を知る １１

調べてきたことを交流し、エネルギーの重

要性に気づく １２～１３

第
３
次 

学習活動 地球の環境 １０時間

エネルギーに関わる３つの活動をする １４～１７

＊水素自動車 ＊ハイブリッド車と電気自動車 

＊地中熱

伝える活動

＊環境学習のまとめと新聞づくり １８～２１

＊学年・学級での成果発表会 ２２～２３
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助成番号 助成事業名 学校名 

2021-7211-005 「小糸魚川」の水辺における子ども達の川について学ぶ体験活動 北海道苫小牧市立澄川小学校 

校長名 前田 直樹 担当教諭名 髙取 有子 

過去の助成実績 なし  あり〔助成番号：2020-7211-005   助成事業名：「小糸魚川」の水辺における子ども達の川について学ぶ体験活動 

キーワード 川遊び，水棲生物採取，新聞作り 

対象児童生徒 小学生（３年８２名）

対象河川名 小糸魚川 活動場所の指定状況 なし 子どもの水辺 水辺の楽校 

年間学習計画（シラバス）における本助成事業の位置づけ 

テーマ  ： 小糸魚川探検隊（環境・防災） 

ねらい ： 環境を大切にすることや自然とともに生きていくことの大切さに気付く。 

 川の生態系を肌で感じて知識を得ることにより、食物連鎖のしくみを知り、他教科へ活かす。 

 川での安全確保について知り、災害の時など自らの判断で行動に移すことができる能力を身に付ける。 

評価の観点： 小糸魚川の環境をテーマに自らの課題を設定し、収集した情報を整理できたか。 

 調査・体験活動での学びを通して、小糸魚川の特徴を捉え、興味関心を深めることができたか。 

 川での安全確保について理解し、ルールを守って行動できたか。 

活動時期 ： ７月～１１月 

活動形態 
総合的な 

学習の時間 

各教科学習 

（   ） 

各教科学習 

（   ） 
学校行事 

その他 

（ ） 
合計 

上記の 

活動時間数 
時間 時間 時間 時間 時間 時間 

支援者等（複数記入可） 

保護者 外部小学校 外部中学校 外部高校 外部大学 市民団体 専門家等 

河川管理者 行政機関（博物館、資料館）等 関係団体（漁協、農協）等 企業 その他 

支援概要 

全員分のライフジャケットの借用、及び運搬、返却。 

川の学習におけるリスクについての事前学習会の講師。 

当日、現場の事前調査。ボランティアによるサポート人員の確保。 

活動成果 

発表形態 成果作品 

学級単位 学年単位 学校全体 「個人新聞」 

対外発表（ ） 

安全対策に関する課題 

・台風等による河川の増水や気温の低下に対する配慮が必要のため、気温の低下や増水を考慮し、８月最終週～９月

第１週を実施日に設定するのが望ましい。また、河川の増水量を考慮し、実施予定日から一週間後を予備日とする

のが望ましい。 

・当日の気温が低い場合の寒さ対策。 ・事故防止のための人員確保。緊急時の対応体制。 

活動の成果と今後の課題・展開 

【成果】①身近な自然に触れ、生命の大切さを直に知る良い機会となった。（体験後の魚・生き物の飼育） 

②採集した生き物の観察により生態系への興味関心を深め、設定した課題を進んで解決することができた。 

 ③それぞれまとめ方を工夫し，自分の思いや願いを含めた成果物（個人新聞）を作り上げることができた。 

【課題】・水温や水質の管理に専門的な知識や環境が必要であるため、採集した生き物の生命維持が難しい。 

【展開】・道徳科「こころの授業」では、ウトナイ湖野生鳥獣保護センターの獣医師を招き、環境・自然に対する畏敬

の念を育てる機会を設ける。また、総合的な学習では、５年生の宿泊学習にて、沢登り体験（環境・防災）

を行い、日高町沙流川と小糸魚川との比較を行う。そして６年生での『ハザードマップ作り』（防災教育）へ

繋げられるよう、日頃から「小糸魚川」について関心をもてるような取組を行う。 

活動内容と実施時期（主な活動を２つのみ記入） 

部門 大分類 中分類 小分類 実施時期 

データベースに登録 

する活動分野 
学校部門 教育活動 

体験活動系 川遊び  ９月 

生物調査系 魚類  ９月 

⑥ 「小糸魚川」の水辺における子ども達の川について学ぶ体験活動

（北海道） 北海道苫小牧市立澄川小学校
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単学年 活動報告書 

1.助成事業 「小糸魚川」の水辺における子ども達の川について学ぶ体験活動 

学校名 苫小牧市立澄川小学校 助成番号 2021-7211-005 

2.実施した教科・領域 総合的な学習の時間 

3.実施日時 令和３年７月～令和３年１１月 

4.単元目標 環境を大切にすることや自然とともに生きていくことの大切さに気付く。 

川の生態系を肌で感じて知識を得ることにより、食物連鎖のしくみを知り、他教科へ活かす。 

川での安全確保について知り、災害の時など自らの判断で行動に移すことができる能力を身に付ける。 

5.学年 人数 ８２人 

6.実施場所 小糸魚川 川沿親水公園周辺 

活動指導報告実施内容  第３学年 総合的な学習「小糸魚川探検隊Ⅰ～小糸魚川プロジェクト～」  全３０

時

第
１
次 

学習活動  「課題の設定」～７時間 

① 前年度の活動の様子から、川の学習へ興味をもたせる。 

・校歌に出てくる「小糸魚川」に触れると共に、市内の川について考える。 

・川の始めや終りは、どこなのか考える。 

・校外学習で小糸魚川へ行き、いくつかのポイントから川の様子を観察し、個人課題を設定する。 

② 外部講師の指導による事前学習を行い、小糸魚川での体験学習の見通しをもたせる。 

・体験学習に必要な持ち物や注意事項、また、河川での行動の仕方について知る。 

・前年度までの体験学習における川の様子を聞き、児童の意欲付けに繋げる。 

・２年生の時に見学学習で訪れた水族館で見た生き物について思い出し、捕獲した生き物をどのように 

  飼育するか話し合う。 

第
２
次 

学習活動   「情報の収集」「整理分析」～１７時間 

①外部講師の指導による小糸魚川での体験学習を実施する。 

・ライフジャケットの着用による安全確保をし、川とふれ合いながら川下りを体験する。 

・魚網を使って川に生息する生き物を捕まえたり、生き物が隠れていた水中の様子を観察したりする。 

・捕獲した生き物を持ち帰り、飼育し観察を続ける。 

② 第１次学習活動を振り返りながら、中心的に調べる生物を決める。 

・第１次学習活動を振り返り、新たな気づきや活動を通して疑問に思ったこと等児童一人一人が川の学習

に関して課題を設定する。 

③ 一人一人が学習課題をもち、調べ学習を行う。 

・一人一人が川の生き物や環境等に関する学習課題をもち、学校図書館や市立図書館の図書や図鑑、イン

ターネットを活用して調べ学習を行う（ポートフォリオとしてのまとめ）。 

・ワークシートを活用して学習したことをまとめたり、他の児童と調べたことを交流したりして学習を深

める。 

・ワークシートをもとに、児童一人一人「川の学習新聞」を作成する。 

第
３
次 

学習活動    「まとめ・表現」～６時間 

① まとめた新聞を発表し、活動全体の振り返りを行う。 

・児童一人一人が「川の学習新聞」を作成し、各学級で発表する。 

・これまでの学習活動を振り返り、新たな気づきや学んだことを全体で確認する。 

・外部講師の方に発表を聞いてもらい，専門的な立場からの好評をいただき，次年度への課題として引き 

  継ぐ。 
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助成番号 助成事業名 学校名

2021-7211-008 
水田灌漑の歴史を題材とした異文化理解教育

独立行政法人 国立高等専門学校機構 

熊本高等専門学校

校長名 髙松 洋 担当教諭名 山崎 充裕

過去の助成実績
 なし あり 〔助成番号：2020-7210-007

助成事業名：水田灌漑の歴史を題材とした異文化理解教育に向けて〕

キーワード 異文化理解教育、水田灌漑、世界の水問題

対象児童生徒 高校生（ 1年 130名）

対象河川名 菊池川、白川 活動場所の指定状況
なし 子どもの水辺 水辺の楽校

年間学習計画（シラバス）における本助成事業の位置づけ

テーマ ： 社会的課題に関する本質的理解を深め、自分事として協働的に取り組む態度を育成する。

ねらい  ： 熊本の「水」に関する歴史・文化を知り、地下水の現状・課題に関して多様な視点から批判的に思考す

るとともに、世界の水問題解決のために行動を起こす態度を育成する。

評価の観点： 熊本の「水」に関する歴史・文化、地下水に関する現状・課題を認識、言語化、発信できるか。

活動時期 ： 6～7月、10～11月、3月 

活動形態
総合的な

学習の時間

各教科学習

（   ）

各教科学習

（   ）
学校行事

その他

（課外活動）
合計

上記の

活動時間数
3時間 時間 時間 時間 25時間 28時間

支援者等（複数記入可）

保護者 外部小学校 外部中学校 外部高校 外部大学 市民団体 専門家等

河川管理者 行政機関（博物館、資料館）等 関係団体（漁協、農協）等 企業 その他

支援概要 
熊本の湧水調査実践者（熊本高等専門学校名誉教授 古江研也氏）から専門的知見の提供を受け

た。 

活動成果 

発表形態 成果作品 

学級単位 学年単位 学校全体 活動内容に関する口頭発表を行い、参加

者（学生、教職員、民間企業、自治体関

係者等）との意見交換を行った。 
対外発表（熊本高等専門学校メガミーティング2022）

安全対策に関する課題 

小中学生を対象とした講座は、引率教員5名により安全確保しながら実施した。具体的な課題は認識していない。 

活動の成果と今後の課題・展開 

〇活動の成果 

・熊本の「水」に関する文化・歴史、地下水の現状・課題について客観的理解を深めることができた。 

・小中学生向け講座で解説役として、本活動における学びの成果を発信する活動では、相手目線に立ち、自らの言葉

で伝えることができた。 

・対外発表では、上級生の指導助言のもと、グループ毎にまとめ方を工夫した。 

〇今後の課題・展開 

・現地観察は、狭路であり、駐車場も十分にないため、借上げバス複数台での移動が困難である。それにより、参加

人数を制限せざるを得ないことが課題である。 

・本活動に参加した学生は、次年度以降、メンター役となり本活動を支援する。 

・今年度は、新型コロナウイルスの影響で海外からの留学生の受け入れができなかったが、今後は、短期留学生との

「世界の水問題」をテーマとした異文化理解・国際交流活動を実施する。 

活動内容と実施時期（主な活動を２つのみ記入） 

部門 大分類 中分類 小分類 実施時期 

データベースに登録 

する活動分野 
学校部門 教育活動 

     文化・歴史系 川と文化      6月～11月

     文化・歴史系 水利用の歴史      6月～11月

⑦ 水田灌漑の歴史を題材とした異文化理解教育 

（熊本県） 独立行政法人 国立高等専門学校機構 熊本高等専門学校 
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単学年 活動報告書

1.助成事業 水田灌漑の歴史を題材とした異文化理解教育

学校名 独立行政法人 国立高等専門学校機構 

熊本高等専門学校

助成

番号

2021-7211-008 

2.実施した教科・領域 「リベラルアーツ入門」 / 課外活動 
3.実施日時 令和3年6月17日～令和4年3月25日 
4.単元目標 熊本の「水」に関する歴史・文化を知り、地下水の現状・課題に関して多様な視点

から批判的に思考するとともに、世界の水問題解決のために行動を起こす態度を育

成する。

5.学年 人数 熊本キャンパス１年 130名（全員） 
6.実施場所 学校（合志市）、菊池川、白川

活動指導報告実施内容  第 1 学年 「リベラルアーツ入門」/課外活動 全 25 時 

第
１
次 

学習活動 熊本の「水」に関する歴史・文化を知り、地下水の現状・課題について考える 3時間 
6月17日（木）14：50～16：20 
①リベラルアーツ入門：グループによる事前学習（調べ学習）を行い、

全体で口頭発表を行った。

【テーマ1】「21世紀は水争いの世紀である」と言われています。世界

の水事情（事前学習）を踏まえた上で、そのように指摘されている理由

を根拠・例を示して説明してください。

【テーマ2】「熊本は水がおいしく、豊かな地下水に恵まれている」と言

われています。しかし、熊本の地下水に関しては解決しなければならな

い2つの心配事があります。それはどのようなことですか。 
7月15日（木）14：50～16：20 
②リベラルアーツ入門：グループ毎に意見交換を行い、全体で口頭発表

を行った。

【テーマ1】水争いをめぐる戦国大名と江戸幕府の対応策において共通

していたのは、どのような点だと思いますか？

【テーマ2】肥後・熊本で実施されてきた水争いの解決方法とは、どの

ようなものだと思いますか。ハード面・ソフト面の2つのやり方があり

ます。

第
２
次 

学習活動 現地観察「菊池川流域と阿蘇谷の水環境（水を通して見えてくるもの）」  8時間 
11月3日（水・祝）9：00～17：00 
19名の学生を選定（新型コロナウイルス感染症対策のため）し、阿蘇

谷周辺の水環境に関する現地観察を行い、湧水の里ならではの景観と水

をめぐる問題、熊本の地下水の現状と課題に関する認識を深めた。ま

た、小中学生向け講座（11月13日（土）実施）での解説に備え、各自

の担当テーマに関して、インターネット等を利用して事前学習をした。

【行程】

①中川八幡宮（菊池米の集積地に細川藩が建てた神社、山鹿市鹿本町中

川）

・菊池川水運と米作りの歴史

・菊池川にある「俵転がし」とは

②御宇田井手「扇形分水」（珍しく平地にある分水施設、山鹿市鹿本町

津袋）

・21世紀は水争いの世紀と言われる理由 
・水争いの解決方法としての分水

・水争いの解決方法としての番水
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③ごくいがわ 松尾神社（交通の要衝にある神社と湧水、山鹿市菊鹿町木野）

・「ごくいがわ」名称の由来

・夜泣き貝（キセルガイ）の信仰

④鞠智城跡（菊池川流域の地形が一望できる古代の城跡、山鹿市菊鹿町米原）

・鞠智城の果たした役割

・米原長者伝説

⑤上井手取り入れ口（不毛の台地を潤した灌漑施設、大津町瀬田）

・加藤清正と土木技術

・上井手誕生の歴史

⑥「役犬原の自噴」(豊富な地下水が作る景観、阿蘇町役犬原) 
・役犬原地域に自噴が多い理由

・硝酸性窒素による地下水汚染

⑦排水路のリモナイト（古代の阿蘇の生き証人、村公園あぴか 阿蘇町）

・リモナイトが産出する理由

・阿蘇の野焼き、輪地切りの必要性

⑧「産神社」(絶えず湧き出る水への信仰、阿蘇町狩尾) 
・産神社信仰の理由

・湧水と信仰の例

⑨「的石御茶屋後」(大昔水の湧くところに人が住み始めた、阿蘇町的石)
・豊前街道と御茶屋

・阿蘇の神と的石伝説

第
３
次 

学習活動 小中学生を対象とした講座での発信 9時間 

11月13日（土）9：00～18：00 
小中学生（小学5年～中学3年生、9名）を対象とする水環境講座を実

施し、解説役を務めた。その中で、相手目線でコミュニケーションを図

ることを心がけた。講座終了後、KPT法（Keep：継続したい点、

Problem：改善したい点、Try：挑戦したい点）を用いて振り返りを行

った。

・事前学習で熊本の水の歴史や課題について学ぶことができた。

・小中学生に事前学習で学んだことを自分たちの言葉で伝えることがで

きた。

・水環境についてのことだけでなく、小中学生との交流も積極的に行う

ことができた。

・水環境講座を仲間たちと協力しながら主体的に行えた。

・小中学生が飽きていた一因として、難しい言葉を使って説明したこと

が考えられる。対象者に合わせた資料を準備し、用語に関する理解を瑠

日目、分かりやすい言葉に置き換える。 

第
４
次 

学習活動 熊本高等専門学校メガミーティング2022での発表  5時間 

3月2日（水）、3月9日（水）、3月16日（水）、3月23日（水）、 
3月24日（木） 
高専5年生学生の指導助言のもと、発表スライドを作成し、Teams上
でブラッシュアップを図り、発表練習を行った。

3月25日（金）14：30～16：00 
熊本高等専門学校メガミーティング2022ワークショップ（対面・オン

ラインのハイブリッド形式）にて、活動内容を口頭発表した。また、意

見集約ツール「LearnWiz One」を用いて、参加者（学生、教職員、民

間企業、自治体関係者等）との意見交換を行った。
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助成番号 助成事業名 学校名

2021-7211-009 
奥田川の魅力！発見・発信隊

いの町立伊野南小学校

校長名 瀨戸 保彦 担当教諭名 二宮 健輔

過去の助成実績 なし あり〔助成番号：2020-7211-023  助成事業名：奥田川の魅力！発見・発信隊〕 

キーワード 奥田川

対象児童生徒 小学生（４年 ２１名）

対象河川名 奥田川 活動場所の指定状況 なし 子どもの水辺 水辺の楽校

年間学習計画（シラバス）における本助成事業の位置づけ

テーマ ：奥田川の魅力！発見・発信隊

ねらい  ： 「奥田川」について調べることで，身近な河川に対する関心を高め，大切にしていこうとする気持ちを

醸成することができる。

評価の観点： 身近な河川に対する関心を高めている

身近な河川や自然を大切にしようとしている

活動時期 ：５月～2月 

活動形態
総合的な

学習の時間

各教科学習

（国語）

各教科学習

（特別活動）
学校行事

その他

（ ）
合計

上記の

活動時間数
２３時間 ６時間 ２時間 １時間 時間 時間

支援者等（複数記入可）

保護者 外部小学校 外部中学校 外部高校 外部大学 市民団体 専門家等

河川管理者 行政機関（博物館、資料館）等 関係団体（漁協、農協）等 企業 その他

支援概要 
・奥田川の工事や，水性植生物についての出前授業 

・調べ学習の視聴者として 

活動成果 

発表形態 成果作品 

学級単位 学年単位 学校全体 ・奥田川新聞 

・奥田川リーフレット 対外発表（学習発表会・他小学校への発表） 

安全対策に関する課題 

・奥田川に入っての調査を行ったが，急に深くなっている箇所もあるため危険な場合もある。 

活動の成果と今後の課題・展開 

○身近な河川に興味をもち，登下校で川の様子を気にかける児童が増えた。また，奥田川の新たな魅力（貴重な植物

以外）を発見することができた。

○河川の学習を通して，ゴミのポイ捨てや環境についての意識が向上し，校内のゴミ等にも気を付ける児童が増加し

た。

○学習した内容を他者（保護者や地域，他校の小学生）に向けて発信することで，身近な河川についての誇りをもつ

ことができた。

△この学習が，学校や地域に変化をもたらすことができるようにしていく。 

△リーフレットを置いてもらうだけでなく，置いた後の河川の様子や環境について追調査をしていくことで，より大

切にしようとする気持ちが醸成できるのではないかと考える。 

活動内容と実施時期（主な活動を２つのみ記入） 

部門 大分類 中分類 小分類 実施時期 

データベースに登録 

する活動分野 
学校部門 教育活動 

系       月

系       月

⑧ 奥田川の魅力！発見・発信隊 

（高知県） いの町立伊野南小学校 
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単学年 活動報告書

1.助成事業 奥田川調べ隊

学校名 いの町立伊野南小学校 助成番号 2021-7211-009 
2.実施した教科・領域 総合的な学習の時間／国語

3.実施日時 令和３年５月〜令和４年３月

4.単元目標 「奥田川」について調べることで，身近な河川に対する関心を高め，大切にしてい

こうとする気持ちを醸成する。

5.学年 人数 ４年生 21名 
6.実施場所 奥田川 奥田川親水公園

活動指導報告実施内容  第 ４ 学年 

総合的な学習の時間「奥田川の魅力！発見・発信隊」  全３２時間 

第
１
次 

学習活動：学習の見通しをもとう（４時間） 

○奥田川について知っていることを話し合い，ウェビングマップに表した。

→紙に書いてみる活動を通して，奥田川について知っていることが少ないことに気付いた。

○家庭で奥田川について話を聞いてくる活動

→家族の中でも奥田川について詳しく知っている人が少ないことが判明した

【学習の見通し】

① 実際に奥田川に行き，調査をしてみる

② 「西日本科学技術研究所」と「高知県西土木事務所」に出前授業をしてもらう

③ 奥田川について知りたいことを調べる

④ 奥田川について調べたことを発表する（学校の児童・家族・地域の方）

【学習のゴール】

○学習した内容を新聞にまとめ，学校の先生や児童，地域の方に奥田川のことを知ってもらいより興味を

もち大切にしてもらう

○学校の中で，一番奥田川について知っている学年になっていることを目標とする。

第
２
次 

学習活動：奥田川の様子を知り，奥田川清掃活動に参加する ３時間（川の活動） 

○５月１８日 奥田川探索→実際に奥田川に行き，見える植物や魚などを観察した。 
その後，観察したことをもとに出前事業に向けて事前質問を考え送付した。 

○保護者や地域の方などと奥田川清掃活動に参加し，奥田川の様子を確かめた。

→草刈りだけでなく，どのようなゴミが多く捨てられているかも調べた。

予想以上に多くのゴミに，驚いていた。

○奥田川の流れを確認

→奥田川はどこから，どこまで流れているかGoogleMapなどを活用して確認した。 
身近な奥田川しか知らなかったので，奥田川の長さや仁淀川に流れ込んでいることなど興味をもっていた

○奥田川についてどんなことを知りたいかを再確認した

→これからの学習に向けての目的意識（学校の先生や児童，地域の方に奥田川のことを知ってもらいより

興味をもち大切にしてもらう）を確認し，これからの学習への意欲を高めた
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第
３
次 

学習活動：奥田川についてより知ろう ７時間（川の活動）  
○６月１５日 「西日本科学技術研究所」と「高知県西土木事務所」による出前授業 

→奥田川の歴史，河川工事の意図，水生植生物について学んだ 
【出前授業の詳細】 

①奥田川の歴史や河川工事の意図について 
②貴重な植物，生物について 

③奥田川に生息する主な植物，生物について 
④奥田川の水質調査，他の川との比較（パックテスト）

⑤水中酸素濃度の測定（溶存酸素キット）

→実験や実際の植生物の観察を通して，具体的に学ぶことができた

想像以上に植生物が多様にいることに気づき，大切に守っていかなければならない思いを高めた

生活排水が流れ込む場所の水質が悪かったことに着目し，自分たちの生活が川を汚している実感をもった

○奥田川をこれからも守っていくために，できることはないかな

→調べた内容から，今後も奥田川の自然を守っていくために何ができるかを考え，新聞にまとめた。

回答
1 奥⽥川のきれいさはどのくらいですか（⾼知県で⼀番きれいな川と⽐較して）
2 川の⽔がきれいなことで、どんないいことがりますか
3 奥⽥川のきれいさは⾼知県で何位ぐらいですか
4 他の川にない成分はありますか
5 ⽇本で何番⽬にきれいですか
6 ⽔質によって植物や⽣物は変わりますか
7 奥⽥川は何級の河川ですか
8 ⽔質がよい＝安全ですか

回答
1 奥⽥川にある植物で⼀番多い種類は何ですか
2 奥⽥川にいる⽣き物で珍しい⽣き物は何ですか
3 奥⽥川だけに⽣息する⽣き物は何種類いますか
4 奥⽥川には何種類ぐらいの⽣き物が⽣息していますか
5 季節によって⽣息する植物や⽣物は変わってきますか
6 奥⽥川の代表的な⽣き物はなんですか
7 奥⽥川は他の川と⽐べて⽣物は多いですか

質問（⽣き物について）

質問（⽔質につてい）
伊野南⼩ 4年⽣ 質問内容
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○学習のお礼の手紙を国語の学習と関連させて書き，「西日本科学技術研究所」と「高知県西土木事務所」

に送付した

→お礼の手紙についての返信をいただいた 

学習活動：奥田川を多くの人に知ってもらおう １８時間（うち国語科６時間，特別活動２時間）

○奥田川についてより多くの人に知ってもらうⅠ

→これまでに学習した内容をより深化・拡充させ多くの人に知ってもらう

場を学習発表会の場とした

【学習内容】

①これまでの学習をより詳しく調べる

②調べた内容を拡大パネルにまとめたり，クイズ形式にしたりして読み手を意識してまとめる

○奥田川についてより多くの人に知ってもらうⅡ

→学習発表会で発表した内容を，他県（埼玉県）の小学校にリモートで発表する

 自分達の地域にはこんなに素敵な川があり貴重な植物がいることを他県の小学生に知ってもらった

→発表後，相手の学校からも近くの川について紹介があり，それぞれの川の違いを知ることができた

〈埼玉県の学校への発表〉 

〈埼玉県の学校からの発表〉 

○奥田川について地域の方により知ってもらう

→奥田川の魅力についてより多くの方に知ってもらうために，個人でリーフレットを作成した（国語科と関

連）

保護者の職場や地域の人が集まる場所にリーフレットを置いてもらう
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助成番号 助成事業名 学校名

2021-7211-013 身近な河川に関することの研究 帯広市立緑丘小学校

校長名 澤田  靖 担当教諭名 小林 弘幸

過去の助成実績 なし あり〔助成番号：2020－7210－002 助成事業名：身近な河川に関することの研究〕

キーワード 環境・水質調査 生態調査 課題解決学習 成果の発信

対象児童生徒 小学生（ ４年 ７４名）

対象河川名 札内川・ウツベツ川・十勝川 活動場所の指定状況 なし 子どもの水辺 水辺の楽校

年間学習計画（シラバス）における本助成事業の位置づけ

テーマ ： 十勝の川について調べよう

ねらい  ： 身近な川について調べたり、様々な体験をしたりする中で、自分達の生活とのかかわりやその大切さに

気づき、社会の一員としてすべきことを考えたり、それを実践しようとしたりする態度を育てる。

評価の観点： ①積極的に川とかかわり、課題解決に向けてできることを考えて行動しようとしているか。

②調べたことや体験したことをわかりやすくまとめ、課題を明確にしながら自分なりの考えをまとめ

ることができたか。

活動時期 ： ６月～１２月

活動形態
総合的な

学習の時間

各教科学習

（ ）

各教科学習

（   ）
学校行事

その他

（ ）
合計

上記の

活動時間数
３０時間 時間 時間 時間 時間 ３０時間

支援者等（複数記入可）

保護者 外部小学校 外部中学校 外部高校 外部大学 市民団体 専門家等

河川管理者 行政機関（博物館、資料館）等 関係団体（漁協、農協）等 企業 その他

支援概要 
・水質調査指導 ・安全指導 ・観察時の指導 ・情報提供 ・授業のアドバイス 

(・ｴｰﾙｾﾝﾀｰ十勝・帯広建設管理部・十勝多自然ﾈｯﾄ・ｱｰｸｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ・下水処理場・帯広市役所) 

活動成果 

発表形態 成果作品 

学級単位 学年単位 学校全体 発表ボードにグループの調査結果と見解

をまとめた。 対外発表（ ） 

安全対策に関する課題 

・直前の降雨で一部川幅の狭い箇所に土砂や草木が堆積し、水かさが増していた。目視による安全点検では確認でき

なかったので、実際に川の中に入って点検することが必要であった。（すぐに河川管理事務所に連絡し、土砂を撤去

してもらった。） 

活動の成果と今後の課題・展開 

・コロナ禍により室内での活動が制限されたが、急遽キャンセルとなった見学施設の時間帯をエールセンター十勝の

ご厚意で「川流れ体験」に変更してもらうなど、関係機関の協力をいただきながら充実した体験活動となった。今

後もコロナ禍における活動制限や天候による急な変更にも対応できるように、あらゆる場合を想定して準備を進め

ていきたい。また、発表場面でも関係機関等にも案内する予定だったものが叶わなかった。次年度も規制がどの程

度緩和されるかわからないので、リモートでの発表やYouTube配信等も検討していきたい。 

・帯広市は、ふるさと教育に力を入れているので、河川教育においても「地元の川」「自分たちの川」という意識を高

め、地域の河川環境を保全するためにどのようなことに気を付けていけば良いのかという視点でも考えさせたいの

だが、まだまだ意識が低い。楽しいだけではなく、見えてきた課題と自分たちの生活をしっかりと結び付け、自分

事として考えていけるようにしっかりとはたらきかけていきたい。 

活動内容と実施時期（主な活動を２つのみ記入） 

部門 大分類 中分類 小分類 実施時期 

データベースに登録 

する活動分野 
学校部門 教育活動 

水質調査系 パックテスト ７月、１０月 

生物調査系 生き物と環境 ８月 

⑨ 身近な河川に関することの研究 

（北海道） 帯広市立緑丘小学校 
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単学年 活動報告書

1.助成事業 身近な河川に関することの研究

学校名 帯広市立緑丘小学校 助成番号 2021-7211-013 
2.実施した教科・領域 総合的な学習の時間

3.実施日時 平成３年６月１４日～平成３年１２月９日

4.単元目標 身近な河川の現状を把握し、気付いた課題についてしっかりと向き合いながら、課

題解決に向けての方策をまとめる。

5.学年 人数 第４学年 ７４人

6.実施場所 札内川 ウツベツ川 十勝川

活動指導報告実施内容 第４学年 総合的な学習の時間 「川について調べよう」 全３０時

第
１
次 

学習活動 「大きな川について調べよう」 総合的な学習の時間（１２時間）

〇各地の有名な川について調べ、川の特徴や人々との生活のつながりについてまとめる。

（周辺の地形や河川を生かした産業、生息する動物など、河川と人々の生活とのつながりを実感しながら新

聞にまとめる。）

・調べたい河川を決め、パソコンや書籍を活用して情報を集める。

・集めた情報を整理し、個人新聞にまとめる。

・まとめたことを発表し合い、感想や質問を交流する。

第
２
次 

学習活動 「十勝の川について調べよう①」 総合的な学習の時間（８時間）「川の活動」

〇浄水場出前講座

（水道水ができるまでの過程をしるとともに、帯広の水のおいしさを実感する。）

・これから調べる札内川の水が自分たちの飲み水になっていることを知り、札内川をより身近に感じる。

〇十勝川下水処理場の見学

（自分たちの生活排水が処理されたものが、これから調べる札内川やウツベツ川が流れ込む十勝川へ流され

ることを知ることで、この３つの川と自分たちの生活との密接な関係を実感する。）

・下水処理場で水がきれいになるまでの過程を学ぶとともに、家庭排水の問題を考える。

〇札内川で水質調査と川流れ体験

（パックテストと生物指標による水質調査を行う。）

・調査結果から札内川が全国でも有数な清流であることを知る。

〇ウツベツ川での生物調査

（学校の近くのウツベツ川の生物調査をすることで、身近な川の実態【外来種の増加、水質の汚染等】を知

り、課題を考える。）

・最も身近な川の現状を知るとともに、３つの川の関係性と課題を考える。

第
３
次 

学習活動 「十勝の川について調べよう②」 総合的な学習の時間（１０時間）

〇３つの川を調べてわかったこと、考えたことをグループごとにまとめる。

（グループの中で記事の担当を決め、調べたことや身近な川の現状と自分たちの生活とのつながりから見え

た課題等をまとめる。）

・調査結果ら見えた現状と課題に対して、自分たちがどう関わっていかなければならないかを考える。

〇学年全体でまとめたことを発表し合う。

（６つのブースを設け、発表グループと聞くグループに分けて交流する。）

・違うグループの発表を聞き、自分たちにない視点や考え方を知ることで視野を広げ、学習を深める。
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「みどり川と遊ぼう 」プロジェクト

（北海道） 中標津町立丸山小学校
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助成番号 助成事業名 学校名

2021-7212-009 郷土にどっぷりつかって「長良の宝」をつかみとる 岐阜市立長良小学校

校長名 林 則安 担当教諭名 福地 浩太

過去の助成実績 なし あり〔助成番号：2020-7212-016 助成事業名：郷土にどっぷりつかって「長良の宝」をつかみとる〕

キーワード 海と川のつながり、天神川・長良川の美しさを体験的に学ぶ

対象児童生徒 小学生（全学年 ３２０名）

対象河川名 天神川・長良川 活動場所の指定状況 なし 子どもの水辺 水辺の楽校

年間学習計画（シラバス）における本助成事業の位置づけ

テーマ ： 郷土にどっぷりつかって「長良の宝」をつかみとる

ねらい  ： 郷土の一員として、郷土の自然にどっぷりと浸り、探究的な活動を通して、郷土の自然の素晴らしさを

実感すると共に、郷土を愛する心情とこれからの自分の生き方につなげて考える力を育む。

評価の観点： 問題を見いだす力  関わる力  表現する力

活動時期 ： 全学年 ４月～３月（フィールドでの活動は５月～１０月）

※新型コロナの感染拡大状況によって時期の変更もありうる。

活動形態
総合的な

学習の時間

各教科学習

（生活科）

各教科学習

（   ）
学校行事

その他

（ ）
合計

上記の

活動時間数

（３～６年）

15～20時間 
（１，２年）

10時間
0時間 0時間 0時間 90時間

支援者等（複数記入可）

保護者 外部小学校 外部中学校 外部高校 外部大学 市民団体 専門家等

河川管理者 行政機関（博物館、資料館）等 関係団体（漁協、農協）等 企業 その他

支援概要 

・国土交通省 中部地方整備局 木曽川上流河川事務所 

・長良川環境レンジャー  ・清流長良川あゆパーク 

・国営木曽三川公園    ・長良川河口堰 ・南知多ビーチランド 

活動成果 

発表形態 成果作品 

学級単位 学年単位 学校全体 

対外発表（ ） 

安全対策に関する課題 

・川原での活動時には、下見を十分に行い、活動範囲や安全指導を十分にする。 

・校外での活動においては、熱中症対策を確実に行う。（水分補給、日陰での休憩場所の確保、活動時間） 

・新型コロナ感染防止の観点から活動形態を工夫する。（グループワークの人数、マスクの着用 等） 

活動の成果と今後の課題・展開 

○「河川・海洋教育」に重点を置き、全校で系統的なカリキュラムン編成を行った。

１年生、２年生（天神川・長良川）→３年生（長良川中流域）→４年生（長良川下流域）

→５年生（長良川上流域）→６年生（海へのつながり） 

○どの学年も川の自然に触れる体験的な活動を位置付けることによって、郷土の自然の豊かさを実感的に学ぶことが

できた。

○身近な川から長良川全体を見渡し、さらに海までのつながりを学習することで、「長良川」の全体を学ぶことができ

た。郷土から他の地域へと視野を広げ、川のつながりを意識して探究することができた。

○低学年は、「生き物」を通して、中高学年は、「パックテスト」等を用いた水質調査を行うことで、確かな根拠を明

らかにしながら、長良川の美しさに気づくことができた。

○一人一台のタブレット端末を活用して、活動の記録や探究の足跡などを児童一人一人がまとめることができた。

●新型コロナウイルス感染拡大の影響で、学習の成果やまとめの報告を十分に行うことができなかった。

●総合的な学習の時間の内容として学習したが、他教科と関連を図る横断的なカリキュラム編成を行えるとよい。

活動内容と実施時期（主な活動を２つのみ記入） 

部門 大分類 中分類 小分類 実施時期 

データベースに登録 

する活動分野 
学校部門 教育活動 

    水質調査系 パックテスト       月

    生物調査系 生き物と環境     月

⑪ 郷土にどっぷりつかって「長良の宝」をつかみとる

（岐阜県） 岐阜市立長良小学校 

24



  

NO  

1.    2021-7212- 009 

2.   

3.   

4.   

5.  

6.   

  

2
5



 

  

NO  

1.   2021-7212- 009 

7.

8.  

2
6



  

NO  

1.  2021-7212- 009 

2.   

3.   

4.   2  

5.  

6.  

 

2
7



  

NO  

1.    2021-7212- 009 

7.  

8.  

  

2
8



  

NO  

1.   2021-7212- 009 

2.   

3.   

4.   

5.  

6.  

 

2
9



  

NO  

1.    2021-7212- 009 

7.  

8.  

  

3
0



  

NO  

1.    2021-7212- 009 

2.   

3.   

4.   /  

5.  

6.  

 

3
1



  

NO  

1.   2021-7212- 009 

7.

8.  

3
2



  

NO  

1.  2021-7212- 009 

2.   

3.   

4.   

5.  

6.  

  

3
3



  

NO  

1.    2021-7212- 009 

7.  

8.  

  

 

3
4



  

NO  

1.    2021-7212- 009 

2.   

3.   

4.   

5.  

6.  

 

3
5



  

NO  

1.    2021-7212- 009 

7.  

8.  

SDG

  

3
6



助成番号 助成事業名 学校名

2021-7212-019 川は自然の宝箱 ～わたしたちと多摩川～ 東京都多摩市立連光寺小学校

校長名 關口 寿也 担当教諭名 寺崎広巳、高田博法、羽澄ゆり子

過去の助成実績 なし あり〔助成番号：2020-7212-011 助成事業名：川は自然の宝箱～わたしたちと多摩川～〕

キーワード ESD、環境教育、自然体験活動、探究活動、e-ポートフォリオ活用 
対象児童生徒 小学生（4年50名、5年68名） 
対象河川名 多摩川・大栗川 活動場所の指定状況 なし 子どもの水辺 水辺の楽校

年間学習計画（シラバス）における本助成事業の位置づけ

テーマ ： 「主体的な思考過程を積み重ねる教育活動の工夫」～e-ポートフォリオの有効活用～ 
ねらい ：多摩川や地域の自然に関心をもって体験活動や問題解決学習を行うことを通して、課題追究の力を身に

つけると共に、地域の自然への親しみや愛着を感じながら、自分たちが自然とどのように関わり、行動することで持

続可能な社会がつくれるのかを考え、実践する。思考の積み重ねのツールとしてタブレットを活用する。

評価の観点：ア：環境や社会の仕組みを理解する。イ：学び方を身につける。ウ：課題をつかみ、考え、判断し解決

する。エ：価値を見出し、思いや考えを伝える。オ：人･自然･社会に関心をもち、意欲的に関わる。カ：協力してよ

りよい社会を作ろうと行動する。

活動時期 ： 通年

活動形態
総合的な

学習の時間

各教科学習

（理科・社会）

各教科学習

（国語・道徳）
学校行事

その他

（ ）
合計

上記の活動時間数 70時間 10時間 10時間 時間 時間 90時間

支援者等（複数記入可）

保護者 外部小学校 外部中学校 外部高校 外部大学 市民団体 専門家等

河川管理者 行政機関（博物館、資料館）等 関係団体（漁協、農協）等 企業 その他

支援概要 

体験活動時には保護者、多摩市水辺の楽校の方々に安全確保をお願いしている。魚類、水生生

物、野鳥、植物、水質などの専門家には現場や事前事後に調査の方法や結果の解説をしていただ

いた。 

活動成果 

発表形態 成果作品 

学級単位 学年単位 学校全体 調べ学習のまとめの作品制作。校内発表

会でのプレゼン資料の制作。図工作品。 対外発表（ 多摩市エコフェスタにて作品の展示）

安全対策に関する課題 

・本年度もコロナ禍での活動ということで、感染予防対策に気を使った。特に屋内でのまとめ作業や話し合い活動、

発表会などに関して通常通りとはいかなかった。話し合い活動についてはタブレットを使い情報の共有化を図る事を

試みた。・野外活動では熱中症対策が大きな課題となった。・治水対策工事による河川環境の大幅な変化で活動場所の

確保と安全管理が例年以上に求められた。 

活動の成果と今後の課題・展開 

成果：昨年度に比べるとコロナ感染拡大時期の波の合間に体験活動や見学などをうまく実施することができた。体験

活動の事前事後調べたことや自分の考えをポートフォリオとして残しさらに一人一台の iPad 端末にも E-ポートフォ

リオとして残すことで、数少ない体験を十分に活かし、考えを伝えたり深めたりすることができた。また、E-ポートフ

ォリオとして残したことで進級した次年度の活動の中でもこの１年の記録を土台に探究活動を進めることができる。

課題：コロナ禍の中で何時、どのような活動ができるのか見通しが持てない状況で授業を進めるのは困難であった。

また、天候や治水工事に伴う環境の改変で活動場所や状況も例年とは異なり、臨機応変に対応する必要があった。年度

末は感染の第６波で学習発表会や自分たちにできる事を実践することができず、発信に対するフィードバックが少な

かったことは残念であった。今後：これまで積み上げてきたプログラムの軸となるコンセプトはぶれないようにしな

がら時々の状況や子どもの実態に合わせ柔軟なプログラム運用を試みたい。 

活動内容と実施時期（主な活動を２つのみ記入） 

部門 大分類 中分類 小分類 実施時期 

データベースに登録 

する活動分野 
学校部門 教育活動 

生物調査   系  生きものと環境 ４から１０ 月

教育研究     系 河川環境教育 ４から３ 月

⑫川は自然の宝箱 ～わたしたちと多摩川～ 

（東京都） 東京都多摩市立連光寺小学校 
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NO  
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助成番号 助成事業名 学校名 

2021-7212-020 
考えをもち行動する児童の育成 

～「面瀬川調査隊」の実践を通して～
気仙沼市立面瀬小学校 

校長名 山田 潔 担当教諭名 溝下 純子 

過去の助成実績 なし  あり〔助成番号：2020-7212-018  助成事業名：面瀬川調査隊〕 

キーワード ESD  ビオトープ  水生生物調査  生き物調査 

対象児童生徒 小学生（３年 ４０名 ４年 ３２名） 

対象河川名 面瀬川 活動場所の指定状況 なし 

年間学習計画（シラバス）における本助成事業の位置づけ 

テーマ  ：３年「面瀬川の生き物のひみつ」 ４年「面瀬川調査隊」 

ねらい ：面瀬川での生き物調査や飼育観察を通して，面瀬には多様な生物が生息していることに気付き，環境保

全の大切さを表現する。（３年） 

面瀬川上流域か河口域の違いを比較し，面瀬川と生活の関わりや水辺環境を守るためにできることを考

え，実践的な態度を育む。 

評価の観点：面瀬川流域調査や講話から,「山・川・里・海」のつながりに目を向け課題を設定できたか。探求したこ

とや自分の考えを新聞など表現して,下学年や保護者に向けて発表し考えを深められたか。 

活動時期 ：４月～２月 

活動形態 
総合的な 

学習の時間 

各教科学習 

（理科） 

各教科学習 

（   ） 
学校行事 

その他 

（ ） 
合計 

上記の 

活動時間数 

７０時間（３年） 

７０時間（４年） 

７０時間（３年） 

（４年） 

支援者等（複数記入可） 

保護者 外部小学校 外部中学校 外部高校 外部大学 市民団体 専門家等 

河川管理者 行政機関（博物館、資料館）等 関係団体（漁協、農協）等 企業 その他 

支援概要 
・面瀬川での活動の際，実際に面瀬川に同行していただいた。生き物の採集方法や観察の仕方，

面瀬川の生態系についてその都度助言いただいたり，児童の質問に答えていただいたりした。 

活動成果 

発表形態 成果作品 

学級単位 学年単位 学校全体 ポスター タブレットによる発表  

面瀬川生き物カルタ，パンフレット 対外発表（ ） 

安全対策に関する課題 

・水辺で活動する際には，必ずライフジャケットを着用させるなど，服装と装備を万全にした。 

・水辺での安全確保や危険な動植物等に対する情報を与えるなどの事前学習を徹底した。 

・河川及び河川域の実態（河口域の埋め立て，護岸工事の状況，宅地化）を把握し，学識経験者から助言をいただき

ながら，指導した。 

活動の成果と今後の課題・展開 

・面瀬川の源流から上流，中流，下流の水生生物を調査することにより，川から海へのつながりを意識することがで

きた。 

・面瀬川の生き物探しの際，大学の教員にゲストティーチャーとして参加していただき，生き物の採取方法や川の環

境について指南していただいた。また，面瀬川と生き物の繋がりや多様性についてお話をいただいたり，児童から

の質問に答えていただいたりしていただいた。教師側の知識だけでは不十分であったところが補われ，学習がさら

に実りあるものとなった。 

・面瀬川の学習について，今後もさらに学習内容について精査するとともに，どの職員が担当になっても学習を進め

ることができるようにマニュアルを整備していくことが必要である。 

活動内容と実施時期（主な活動を２つのみ記入） 

部門 大分類 中分類 小分類 実施時期 

データベースに登録 

する活動分野 
学校部門 教育活動 

生物調査系 魚類   ５～６ 月 

生物調査系 生き物と環境  ７ 月 

⑬考えをもち行動する児童の育成 ～「面瀬川調査隊」の実践を通して～

（宮城県） 気仙沼市立面瀬小学校 
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助成番号 助成事業名 学校名

2021-7212-021 
守ろう，豊かな「釧路の水源」

北海道教育大学附属釧路義務教育学校

前期課程

校長名 内 山   隆 担当教諭名 中村 有佐

過去の助成実績 なし あり〔助成番号： 助成事業名： 〕

キーワード 「河川や森林の役割」「系統的な体験活動」「環境保全」

対象児童生徒 小学生（４・５年 １１９名）

対象河川名 阿寒川，釧路川 活動場所の指定状況
なし 子どもの水辺 水辺の楽校

年間学習計画（シラバス）における本助成事業の位置づけ

テーマ ： 守ろう，豊かな「釧路の水源」

ねらい  ： 阿寒湖畔の森林や川，水源に触れ，守るために自分たちができることを考える活動を通して，釧路の産

業とのかかわり，河川や森林の役割，守るための工夫や努力について理解を深め，河川や森林を守る取

り組み等の情報を比較し，自分たちにできることを整理・分析しながら，自分の意見を再構築していき，

身近な河川や森林を保全していく活動に進んで関わっていこうとする態度を養う。

評価の観点： 自ら課題を発見し，解決に向けて見通しをもって活動し，その成果をまとめ発信する力

活動時期 ： ９月～３月

活動形態
総合的な

学習の時間

各教科学習

（   ）

各教科学習

（   ）
学校行事

その他

（ ）
合計

上記の

活動時間数

23時間 
20時間 

時間 時間 時間 時間
23時間

20時間

支援者等（複数記入可）

保護者 外部小学校 外部中学校 外部高校 外部大学 市民団体 専門家等

河川管理者 行政機関（博物館、資料館）等 関係団体（漁協、農協）等 企業 その他

支援概要 一般財団法人 前田一歩園財団の方を講師に観察・実験等の学習活動を行った。 

活動成果 

発表形態 成果作品 

学級単位 学年単位 学校全体 壁新聞を学習発表会で紹介 

近隣の観光施設に展示 対外発表（ ） 

安全対策に関する課題 

次の３点を重点とし，担当者，引率者，外部講師，協力者で事前打合せと事後の振り返りを入念に行っている。 

・外部講師との事前打合せによる準備  ・国立公園内での望ましい行動の確認 

・危険個所の点検，活動内容の確認 

活動の成果と今後の課題・展開 

・各教科等における「川」についての学習と阿寒湖の森での活動を組み合わせることにより，体験による実感を伴っ

た学びを展開することができた。 

・水源を探す活動の中で，川をさかのぼりながら観察や実験を行い，外部講師の解説等を受けることにより，子供の

主体的な活動と発見の喜びにつなげることができた。 

・「川」での学びを生かし，「環境保全」についての課題意識を持ち，探究的に学びを深める姿が見られた。 

・複数学年での系統立てたカリキュラムの工夫により，子供たちの深い学びにつながっている。 

活動内容と実施時期（主な活動を２つのみ記入） 

部門 大分類 中分類 小分類 実施時期 

データベースに登録 

する活動分野 
学校部門 教育活動 

 地学調査系 水の循環  １０月

 体験活動系 川遊び       ９月

⑭ 守ろう，豊かな「釧路の水源」 

（北海道） 北海道教育大学附属釧路義務教育学校前期課程 
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助成番号 助成事業名 学校名

2021-7212-024 弥生が好きっ!～弥生を学ぶ、弥生を体験しよう～ 大分県佐伯市立昭和中学校

校長名 森脇 郷子 担当教諭名 青柳 喜之

過去の助成実績 なし あり〔助成番号： 助成事業名： 〕

キーワード 「川下り」「自然体験」

対象児童生徒 中学生（１年７７名 ２年７３名 ３年７２名 計２２２名）

対象河川名 番匠川、井崎川 活動場所の指定状況 なし 子どもの水辺 水辺の楽校

年間学習計画（シラバス）における本助成事業の位置づけ

テーマ  ： 
１年:弥生の魅力について再発見

しよう 
２年:地域の防災について考え

よう！ 
３年:豊かなふるさとを育む自

然にふれよう！

ねらい  ： 
〇自分の住む地域に関心を持ち、積極的に関わろうとする態度の育成

〇地域との関わりから見出した課題の解決に向けて主体的･協働的に情報を収集し目的に応じて比較

したり関連づけたりする力の育成

評価の観点： 〇知識及び技能の習得  〇課題解決力の育成  〇より良く生活しようとする態度の育成

活動時期 ： ４月～１月 (オミクロン株の急速な感染拡大のため、２～３月は活動を自粛) 

活動形態
総合的な

学習の時間

各教科学習

（家庭）

各教科学習

（美術）
学校行事

その他

（保健体育）
合計

上記の

活動時間数

1年 39時間 
2年 41時間 
3年 22時間 

1年 4時間

2年 2時間

3年 2時間

1年  4時間

2年 4時間

3年  4時間

0時間

1年 2時間 
2年 2時間 
3年 2時間 

1年 49時間

2年 49時間

3年 30時間

支援者等（複数記入可）

保護者 外部小学校 外部中学校 外部高校 外部大学 市民団体 専門家等

河川管理者 行政機関（博物館、資料館）等 関係団体（漁協、農協）等 企業 その他

支援概要 

１ 道の駅やよい｢番匠おさかな館｣ 支援内容･･･ｻｯﾌﾟ体験、講演（番匠川のさかな）

２ 日本赤十字社大分県支部  支援内容･･･救急法講習、炊き出し体験 

３ 番匠川漁業協同組合淡水魚種苗センター  支援内容･･･鮎のちょんがけ体験、鮎調理 

４ 佐伯市社会福祉協議会          支援内容･･･避難所運営体験 

活動成果 

発表形態 成果作品 

学級単位 学年単位 学校全体 ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ(PowerPinnt)及び｢弥

生の魅力ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ｣作成･配布 対外発表（ 道の駅やよい、佐伯市役所弥生振興局 ） 

安全対策に関する課題 

〇新型コロナウィルス感染症拡大のため、予定していた野外活動や発表会を自粛(文化祭、PTA発表会等） 

〇雨による河川の増水や登山道不良のため、活動内容及び活動日を変更（ｶﾔｯｸ体験、ｻｯﾌﾟ体験、尺間ｳｫｰｸﾗﾘｰ等） 

※河川での活動時には、全生徒へライフジャケットの着用を徹底 

活動の成果と今後の課題・展開 

１ 活動の成果 

１年:ふるさとの魅力について再発見することができ、ふるさとのすばらしさを感じ取ることができた。 

２年:地域で起こりうる災害や災害発生時にできる行動について学び、防災への意識の向上を図ることができた。 

３年:自然体験活動等をとおして、ふるさとを愛し、将来、地域に貢献しようとする気持ちを高めることできた。 

２ 今後の課題・展開 

１年:地域の産業と自然・風土について調べるとともに、地域のために貢献できることについて考えさせる。 

２年:災害発生時に、自分や地域の人々の命を守る適切な判断や行動について考えさせる。 

３年:豪雨等の影響のため、予定していた活動を十分に行うことができなかった。 

活動内容と実施時期（主な活動を２つのみ記入） 

部門 大分類 中分類 小分類 実施時期 

データベースに登録 

する活動分野 
学校部門 教育活動 

体験活動  系 川下り(ｻｯﾌﾟ、ｶﾔｯｸ等) ７～９   月

文化・歴史  系 川と文化 ９～１２  月

⑮ 弥生が好きっ!～弥生を学ぶ、弥生を体験しよう～ 

（大分県） 大分県佐伯市立昭和中学校 
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助成番号 助成事業名 学校名

2021-7212-027 「多摩川」を題材とした子どもたちの体験学習活動

「上丸子カリキュラム」の推進

川崎市立上丸子小学校

校長名 滝澤 純子 担当教諭名 井上 公介

過去の助成実績
なし あり〔助成番号：2020-7212-026 

助成事業名：『「多摩川」を題材とした子どもたちの体験学習活動「上丸子カリキュラム」の推進』〕

キーワード 総合学習 生物調査系

対象児童生徒 小学生（ ３年 １７１名）

対象河川名 多摩川 活動場所の指定状況 なし 子どもの水辺 水辺の楽校

年間学習計画（シラバス）における本助成事業の位置づけ

テーマ ： 発見たまがわっ！～たま川はかせになろう～

ねらい ： 多摩川の自然に直接触れ、興味・関心をもつことを自分なりに調べる活動を通して、多摩川に関われば

関わるほど発見や疑問が見つかる

評価の観点： 知識・技能等、思考・判断・表現等、主体的に学ぶ態度等

活動時期 ： ４月～１０月

活動形態
総合的な

学習の時間

各教科学習

（   ）

各教科学習

（   ）
学校行事

その他

（ ）
合計

上記の

活動時間数
３５時間 時間 時間 時間 時間 時間

支援者等（複数記入可）

保護者 外部小学校 外部中学校 外部高校 外部大学 市民団体 専門家等

河川管理者 行政機関（博物館、資料館）等 関係団体（漁協、農協）等 企業 その他

支援概要 

多摩川に生息する昆虫の捕り方、昆虫の特徴、植物の特徴についての学習 

（自然調査団の方・多摩動物公園の方を講師に生物調査を実施） 

保護者の方に、多摩川での活動での安全確認、見守りをしていただいた。 

活動成果 

発表形態 成果作品 

学級単位 学年単位 学校全体 模造紙、画用紙で掲示 

スライド等 対外発表（ ） 

安全対策に関する課題 

・サイクリングロード等の安全管理 

活動の成果と今後の課題・展開 

・実際に多摩川に行き活動することで多摩川に愛着をもち、自ら課題意識をもって取り組めたことがよかった。 

・この社会状況中、教育活動も制限されることが多く、繰り返し多摩川に行くことができなかったことが課題である。

３年生の児童には、実際に昆虫や植物にふれることがとてもよい体験である。しかし、活動期間が開いてしまうと

学習のつながり、意識のつながりをもたせることが難しかった。学びをつなげていくためにも、期間を開けずに活

動ができるとよりよい学習になる。 

活動内容と実施時期（主な活動を２つのみ記入） 

部門 大分類 中分類 小分類 実施時期 

データベースに登録 

する活動分野 
学校部門 教育活動 

     生物調査  系 植物 ４～１０ 月

生物調査  系 陸上昆虫 ４～１０ 月

⑯ 「多摩川」を題材とした子どもたちの体験学習活動「上丸子カリキュラム」の推進 

（神奈川県） 川崎市立上丸子小学校 
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NO  

1.    2021-7212-027 

2.   

3.   

4.   

5.  

6.  35  
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NO  

1.   2021-7212-027 

7.  

8.  

  

6
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助成番号 助成事業名 学校名

2021-7212-027 「多摩川」を題材とした子どもたちの体験学習活動

「上丸子カリキュラム」の推進

川崎市立上丸子小学校

校長名 滝澤 純子 担当教諭名 井上 公介

過去の助成実績
なし あり〔助成番号：2020-7212-026 

助成事業名：『「多摩川」を題材とした子どもたちの体験学習活動「上丸子カリキュラム」の推進』〕

キーワード 総合学習 生物調査系

対象児童生徒 小学生（ ４年 １６８ 名）

対象河川名 多摩川 活動場所の指定状況 なし 子どもの水辺 水辺の楽校

年間学習計画（シラバス）における本助成事業の位置づけ

テーマ ： われらのたまり場多摩川

評価の観点：知識・技能等、思考・判断・表現等、主体的に学ぶ態度等

活動時期 ： ４月～１１月

活動形態
総合的な

学習の時間

各教科学習

（   ）

各教科学習

（   ）
学校行事

その他

（ ）
合計

上記の

活動時間数
３５時間 時間 時間 時間 時間 時間

支援者等（複数記入可）

保護者 外部小学校 外部中学校 外部高校 外部大学 市民団体 専門家等

河川管理者 行政機関（博物館、資料館）等 関係団体（漁協、農協）等 企業 その他

支援概要 

・中本賢さんにきていただき、多摩川の環境、川での安全指導、魚の捕まえ方、飼育方法などに

ついての学習 

・上丸子小学校父懇会の方に、川での安全指導や見守り 

活動成果 

発表形態 成果作品 

学級単位 学年単位 学校全体 模造紙、画用紙で掲示 

スライド等 対外発表 ※予定していたが、中止 

安全対策に関する課題 

・ライフジャケット等の安全のための装備のチェック・買い替え 

・川での安全指導、見守り 

活動の成果と今後の課題・展開 

・上丸子小学校の４年生といえば「ガサガサ探検」と子どもたちがとても楽しみにしている活動である。そのため、

学習に対する意識が高い。しかし、活動が先行してしまっていることが課題である。学習にどのように位置づけて

いくか、単発の活動にならないようにしていかなければいけない。 

・２０１９年の台風１９号の影響により、生態系の変化が考えられる。例年と比べ、ガサガサ探検によって捕まえら

れる魚の数が減ってきているのが現状である。活動場所を変更していくことも考えていかなければならない。 

活動内容と実施時期（主な活動を２つのみ記入） 

部門 大分類 中分類 小分類 実施時期 

データベースに登録 

する活動分野 
学校部門 教育活動 

     生物調査  系 魚類 ４～１１ 月

生物調査  系 生き物と環境 ４～１１ 月
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NO  

1.   2021-7212-027 

2.   

3.   

4.   

5.  

6. 35  
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NO  

1.   2021-7212- 027

7.  

8.  
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助成番号 助成事業名 学校名

2021-7212-027 「多摩川」を題材とした子どもたちの体験学習活動

「上丸子カリキュラム」の推進

川崎市立上丸子小学校

校長名 滝澤 純子 担当教諭名 井上 公介

過去の助成実績
なし あり〔助成番号：2020-7212-026 

助成事業名：『「多摩川」を題材とした子どもたちの体験学習活動「上丸子カリキュラム」の推進』〕

キーワード 総合学習 生物調査系

対象児童生徒 小学生（ ５年 １７０ 名）

対象河川名 多摩川 活動場所の指定状況 なし 子どもの水辺 水辺の楽校

年間学習計画（シラバス）における本助成事業の位置づけ

テーマ ： 上丸子防災広報室

ねらい ：風水害から上丸子のまちの人々の生活や命を守るための自助の在り方について考えるとともに、自分た

ちにできることを意識しながら生活したり行動したりすることができるようにする。

評価の観点：知識・技能等、思考・判断・表現等、主体的に学ぶ態度等

活動時期 ： ７月～３月

活動形態
総合的な

学習の時間

各教科学習

（   ）

各教科学習

（   ）
学校行事

その他

（ ）
合計

上記の

活動時間数
３５時間 時間 時間 時間 時間 時間

支援者等（複数記入可）

保護者 外部小学校 外部中学校 外部高校 外部大学 市民団体 専門家等

河川管理者 行政機関（博物館、資料館）等 関係団体（漁協、農協）等 企業 その他

支援概要 
・京浜河川事務所の方に来校していただき、河川敷の役割についての学習 

・川崎市危機管理室の方と連携し、マイタイムラインについての学習 

活動成果 

発表形態 成果作品 

学級単位 学年単位 学校全体 動画作成 

対外発表（ 上丸子小学校保護者、地域の方 ）

安全対策に関する課題 

活動の成果と今後の課題・展開 

・これまで多摩川には、生物調査の活動で訪れることが多かった。しかし、今年度は防災の視点から、河川敷の役割

について考えることで多角的に多摩川を捉えることができた。 

・２０１９年の台風１９号の影響を受けた児童も多く、防災に対する意識、探究意欲を高くもって活動することがで

きた。また、自分たちが知るだけではなく、地域の方たちにも知ってもらいたいと学習の最後まで意欲的に活動す

ることができた。 

・今年度も昨年度と同様に、「自助」に特化して学習を進めてきた。「共助」「公助」の視点でも防災について考えてい

くことも大切である。 

活動内容と実施時期（主な活動を２つのみ記入） 

部門 大分類 中分類 小分類 実施時期 

データベースに登録 

する活動分野 
学校部門 教育活動 

 教育研究    系 防災教育 ７～２    月

系       月
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1.   2021-7212-072 
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5.  
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助成番号 助成事業名 学校名 

2021-7221-001 
プログラミングによる洪水シミュレーション教材の開発と実践

～水害に負けない街をつくろう～ 三重大学教育学部附属小学校 

校長名 松浦 直己 担当教諭名 前田 昌志 
過去の助成実績 あり〔助成番号：2020-7221-001 助成事業名：ドローン映像とVR技術を活用した河川教育教材の開発と実践〕

キーワード 流域治水、プログラミング、防災教育、流れる水の働き、第5学年 
対象児童生徒 小学生（第５学年 ９６名） 
対象河川名 雲出川 活動場所の指定状況 なし 

年間学習計画（シラバス）における本助成事業の位置づけ 
テーマ  ： 河川防災とプログラミング 
ねらい  ： プログラミングとものづくりを通して、技術的・工学的な視点から治水を捉えられるようにする。 
評価の観点： 治水に対する知識及び技能、命を守るための思考力・表現力・判断力、主体的に学習に取り組む態度 
活動時期 ： 令和3年4月～令和4年3月 

活動形態 
総合的な 
学習の時間 

各教科学習 
（理科） 

各教科学習 
（社会科） 

学校行事 
その他 

（対外発表） 
合計 

上記の 
活動時間数 

16時間 12時間 2時間 3時間 2時間 35時間

支援者等（複数記入可） 
保護者 外部小学校 外部中学校 外部高校 外部大学 市民団体 専門家等 

河川管理者 行政機関（博物館、資料館）等 関係団体（漁協、農協）等 企業 その他 

支援概要 

国土交通省中部地方整備局三重河川国道事務所による洪水シミュレーションデータの提供、出前

授業、治水教材の共同開発。パシフィックコンサルタンツ（株）中部支社国土基盤事業部による

堤防データの提供。三重大学教育学部教授 荻原彰氏、松本金矢氏による助言と支援。津市立豊

津小学校との共同教材開発と実践。津市須ヶ瀬地区自治体住民への聞き取り調査。津市危機管理

部防災室、三重県君ケ野ダム管理所への水害時対応の聞き取り調査。 

活動成果 

発表形態 成果作品 

学級単位 学年単位 学校全体 ・児童による成果発表ポスターの作成 

・児童による口頭発表 対外発表（埼玉県本庄市主催「川のシンポジウム」）

安全対策に関する課題 

児童が主体的に行った河川の現地調査では、必ず保護者同伴で行くことを徹底した。 

活動の成果と今後の課題・展開 

〇活動の成果 

・「流域治水」の考え方を基にした堤防やダム、遊水池などの整備が私たちの命とくらしを支えていることに気付き、

河川管理者やさまざまな地域の住民の立場になって、迫りくる水害に対する治水のあり方を考えることができた。

・自助、共助、公助の観点から、「人々の命を守る」ことをテーマにした防災行動計画を再現することができた。 

・プログラミングを通して、遠隔操作や自動化により人命を守りながら治水を行う仕組みを発想する姿が見られた。

・継続的な河川教育の取組によりこれまでの課題が克服され、よりよい河川教育プログラムが構築できた。 

・他校でも本校の河川教育プログラムを基にした授業が展開され、地域の学校で活用される授業実践となった。 

・対外的な発表を行い、その成果を広く発信できたとともに、河川教育を行う学校間とのネットワークができた。 

▲今後の課題と展開 

・GIGAスクール構想で整備された端末を活用し、児童の地域を超えた対外的な発表や交流をさらに増やしたい。 

・地域を超えて河川を捉えることができていないので、河川の特徴が異なる自治体と連携してデータを蓄積したい。

・これまでの実践のデータが蓄積されてきたので、論文にまとめて関連学会に投稿したい。 

活動内容と実施時期（主な活動を２つのみ記入） 

 部門 大分類 中分類 小分類 実施時期 

データベースに登録 

する活動分野 
学校部門 教育活動 

    教育研究系     防災教育 ４～３月 

    教育研究系     教育プログラムの開発 ４～３月 
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助成番号 助成事業名 学校名 

2021-7221-002 船橋川をもっと知って！ 大阪府立長尾高等学校 

校長名 石井研吉 担当教諭名 平井俊男 
過去の助成実績 なし  あり〔助成番号：      助成事業名：           〕 
キーワード 「SDCs」 「河川環境」 「生息動物」 「水質検査」 「国土強靭化」 「河川防災」  

対象児童生徒 
*1教科学習 高校生（ 1年 38名  2年 12名  3年 89名） 
*2教科外のその他の活動  本校生多数 中学生（ 約30名） 小学生（ 約30名）     

対象河川名 船橋川 活動場所の指定状況 なし 子どもの水辺 水辺の学校 
年間学習計画（シラバス）における本助成事業の位置づけ 

テーマ  ：船橋川をもっと知って！ 
ねらい  ： *1船橋川を科学の目で見てみよう   *2船橋川についてもっと知って！ 
評価の観点： *1・積極的にかかわる ・気づきを多角的にとらえ、自分の言葉でまとめる ・他の人と意見交換し、

協同して学ぶ ・よりよい環境を残そうとする   *2教科外のその他の活動なので、通常の評価にそぐわない 
活動時期 ：*1 各学年の教科学習 2学期 川の見学実習に適した季節 11月頃 

*2 地域・卒業生等と協同した、教科外のその他の活動 長尾祭 11月20日 

活動形態 
*1各教科学習 

（生物基礎） 

*1各教科学習

（化学基礎）

*1各教科学習 

(地学基礎演習) 
学校行事 

*2その他 

（長尾祭） 
合計 

上記の 
活動時間数 

3時間  3時間 3-4時間 時間 ６時間 15-16時間 

支援者等（複数記入可） 
保護者 外部小学校 外部中学校 外部高校 外部大学 市民団体 専門家等 

河川管理者 行政機関（博物館、資料館）等 関係団体（漁協、農協）等 企業 その他 

支援概要 
*2 長尾祭にたくさんの人に来てもらい、楽しんでもらうとともに、本校の活動を知ってもらうた

め、人集めの知恵と資金と技法を提供してもらった。 

活動成果 

発表形態 成果作品 

*1学級単位 学年単位 *2学校全体 *2 生徒の充実感・自尊感情・自己評価・

コンピテンスの向上 対外発表（             ） 

安全対策に関する課題 

 特になし 

活動の成果と今後の課題・展開 

*1教科の学習：学習の前後における生徒の意識の変容を知るためのプレ、ポストテストの結果を見る限り、どの学年

も学習後はそれなりに興味・関心・知識等が向上している。 

*2地域に長尾高校の活動を知ってもらいたいという生徒・保護者・教員・卒業生の熱い思いが、生徒を内側から突き

動かし、短期間で地域・その他を巻き込んで協同的に長尾祭に取り組めた。その結果、小さい子どもから高齢の方

まで、3000人以上いう参加者があった。 

特に、「船橋川についてもっと知って！」の中心となって取り組んだ、理科研究部の河川環境の紹介スライドや水

質検査体験コーナーは、訪れた人に「船橋川の水が季節によって、酸性になったりアルカリ性になったりする」等

の驚きをもたらし、船橋川に関する啓発に貢献した。ただ、校舎表側の飲食・イベント等を中心としたメイン会場

に対して、プロジェクターでスライドを屋外でスクリーンに投影するため日影が必要となり、入り口から遠い中庭

に出展するしかなかった。朝から宣伝ビラを入場者に配付したが、来場者はパネル展示を見た人を含めて100人を

超えるくらいであった。 

活動内容と実施時期（主な活動を２つのみ記入） 

 部門 大分類 中分類 小分類 実施時期 

データベースに登録 

する活動分野 
学校部門 教育活動 

    水質調査系     その他    11 月  

    生物調査系     生き物と環境    11 月  

 

⑲ 船橋川をもっと知って！ 

（大阪府） 大阪府立長尾高等学校 
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